
Ｊ-クレジット「水稲栽培における中干し期間の延長」とは 

 水稲栽培において「中干し（水田の水を一時的に抜いて土を乾かす作業）」の期間を通常より７

日間延長することで、メタン排出量を減らし、その削減量をクレジットとして認証できる仕組み

のこと。クレジットの売買により、農家が副収入を得ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）農林水産分野におけるカーボンクレジットの拡大に向けて 農林水産省抜粋 

 

AWD（間断かんがい）とは 

水田に水を張る「湛水」と水を抜く「落水」を交互に繰り返す水管理方法のこと。常に水を張

り続けるのではなく、一定期間ごとに水を抜いて土壌を乾かし、その後また水を入れるサイクル

を行うことで、メタン排出量が減る。 

国内では研究・方法論の開発段階であるが、海外では 2025 年に正式に制度化されたため、 

Ｊ-クレジット制度認証への後押しが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）間断かんがい技術による水田メタン削減について 農林水産省抜粋 

 


